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卓球ラリー中と剣道対時中の瞬目

The eyeblinks during rally of the table tennis 

and confrontation of the kendo 

石 垣尚男 T

Hisao ISHIGAKI 

Abstract 

The number of times of the eyeblink in usual case of the table tennis player was 20 times per 1 

minute. However， at the time of the rally of the table tennis in 1 minute， it decreased to 5.5 times 

per minute. On the other hand， the eyeblink when a kendo player is confronted was 14.4 times per 

1 minute. In case of the kendo， the difference among individuals was large. 

I はじめに

瞬目(まばたき)は通常 20回程度/分おこなわれてい

るが，その役割 1)には，眼球の保護および湿潤，眼筋と

網膜の休息、3 感度の更新，緊張の解消などがある。また

心理的な興味や注意の集中によりまばたきは変動する。

たとえばp 前方視で 20.8回，読書 9.6囲，ワープロ作業

6.1回，コンピュータゲーム 5.2回/分 2) という知見があ

る。コンピュータゲームのように注意集中を要するもの

や興味を喚起するものほどまばたきは少なくなる。

まばたきとスポーツパフォーマンスに関係する研究で

は，弓道においてまばたきが少ないほど的中率が高くな

ったという報告 3)がある。この研究では的中時には 10
秒以上まばたきが抑制され，不的中時には回数が増えて

いる。このことから 3 的中時には的に対して注意を集中

していたこと，また逆にまばたきの多かったときには的

に対して注意を集中できなかったことを示唆する。

1回のまばたきによって約 100msecの blackout
timeが生じる 1) ことから瞬間的に対応しなければなら

ないスポーツではまばたきは少ないことが推測されるが，

これまでスポーツ中のまばたきを測定した研究は上記 3)

しかない。そこで本研究では瞬間的な対応が必要な卓球

と剣道の対時中のまばたきを測定した。

卓球のボール飛来時間(相手が打ってから自分が打つ

までの時間)はレベルや球種，距離などによって異なる

が仮に 0.5秒とした場合，まばたきによる blackout
timeを0.1秒とすれば，不用意なまばたきは的確な情報

を逃し，不利な状況になる可能性が高くなる。実際の試

合では 1点につき数回のラリーが継続されるのでこの間

まばたきは抑制されていると思われる。
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剣道では目付け 4)の重要性は多くの伝書で述べられてい

る。剣道の目付けの実験ではアイマークレコーダを用い

たものが多い。その中で久保ら 5)は相手との対時中，熟

練者の視線は相手顔面に安定しているが，未熟練者の場

合には注視点の動揺やまばたきが多いのが特徴であると

している。また，不用意なまばたきが相手の技の「起こ

り」のきっかけとなる可能性もあることから，剣道でも

まばたきの抑制が行われている可能性がある。

2 方法

韮量:激しい動

作を伴うスポー

ツの場合 EOG
法(眼球電図)

は使用できない。

また， どの場面

でまばたきした

かという情幸匝も

必要で、ある。そ

こで眼とスポーツ場面を同時にビデオに収録する装置を

自作した(写真)。左眼を映した鏡と相手の動作を CCD

カメラで撮影し，ビデオ画像に 11100秒のタイマーを同

期させた。被験者にまぶしくない位置から左眼を白色

LEDライトで照らした。まぶたの動きをライトで照らし

て明瞭にしたこと，またビデオのスロー再生や静止画像

により，まばたきの有無が明確に判定できる。 3mの有

線であるが被験者の動作には影響がなかった。

盤監査:
卓球

被験者は大学卓球選手 6名(男子 4名，女子 2名)， 

うちコン付トレンス守 (CL) は 1 名で、あった。卓球歴は 7~1l
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年である。選手間での会話中 (1分間)を通常時とし，

ラリー中のまばたきは 1分間の連続ラリーを 3回行い，

その平均値を採用した。また各被験者に相手サーブの条

件で 5点の試合を行い，試合中のまばたきについても測

定した。

剣道

22~33 歳，段位 2 段~6 段の被験者 4名。全員男性で

ある。 CLは 1名であった。選手聞の会話中 (1分間)を

通常時とし， 1分間の対峠を 3回行し、平均値を採用した。

なお装置の構造上，防具(面)は装着しなかったが，試

合を想定した対峠を要求した。

3 結果

表 1 卓球ラリー中のまばたき回数

回

通常時 1分間ラリー 試合中

sin(男) 14 11.5 。
sig(男)CL 21 4.3 。
sib(男) 12 2.7 。
oka(女) 29 8.9 。
hor(女) 20 4.2 。
atu(男) 29 1.3 。
平均 20.8 5.5 。
標準偏差 6.6 3.6 。
表 1は卓球中のまばたき回数である。通常時は平均

20.8回であり，これは文献 2)のまばたき数と同じである。

1分間のラリー中は平均 5.5回であり，コンピュータゲ

ーム中の回数とほぼ同じで、あった。個人差が大きく，最

小で1.3回，最大で 11.5回であった。

5点、の試合中では，各点において相手がサーブの構え

に入ってからボールデ、ッドになるまでラリー中はまばた

きを 1回もせず，ボーノレデッドになった瞬間にまばたき

をした。これは 6名の被験者全員に共通であった。試合

中，まばたきをしていないことは被験者全員が無自覚で

あった。

表 2 剣道対時中のまばたき回数

回

年齢 F量 通常時 対時

chi (男) 33 県警 6段 23.7 4司O

hi (男) 24 県警 4段 30.3 17.0 

ku (男)CL 20 大学生 3段 45.7 29.3 

ka(男) 20 大学生 2段 20.7 6.5 

平均 30.1 14.2 

標差 11.1 11.5 

表 2は剣道におけるまばたき回数である。剣道の通常

時の平均は 30.1回であった。卓球より多いが，これは被

験者 kuが CLであるためであり，これを除けばほぽ平

均的な回数である。対峠中は平均で 14.2回であり，ほぼ

4秒に 1回の割合で、あった。しかし個人差が大きく，最

小で 4.0回，最大で 29.3回で、あった。最小であった被験

者 chiは平成 15年度剣道日本一の選手である。被験者

chi，被験者 hiは 3回の測定とも，いずれも 4回， 17回

で一定であった。これに対し他の 2名は測定の都度，回

数の変動があった。

4 考察

卓球ラリー中のまばたきは平均 5.5回であり，これは

コンビュータゲーム中と同じであった。また試合中は相

手サーブの構えからボールデッドまで一度もまばたきを

していなかった。つまりラリー中はいわば眼を凝らして

いる状態であることを示している。

吉田ら 6)はまばたきによる 100msecのblackoutの前

後への刺激に対しては反応時間に 50~150msec の反応
遅延があるとしている。このことから blackoutによる無

反応とその前後の反応遅延をあわせると，卓球ラリーと

いう短時間の聞にまばたきすることはパフォーマンスの

低下要因になることが推測され，これが試合中ボーノレデ

ッドになるまでまばたきをしない理由と思われる。

まばたきの抑制は無自覚であるが，これがレベルの低

い段階でもまばたきをしないのか，あるいはレベルアッ

プに伴い抑制するようになるのかは興味深い。

まばたきすることがパフォーマンスの低下につながる

可能性のあるスポーツ，たとえば野球のパッティング，

バレーボーノレやテニスのサーブレシーブ，バドミントン

のサービスリターンなどでは同様にこの閉まばたきをし

ないものと考えられる。

剣道の対時中のまばたきは最小で 4.0回，最大で 29.3

固と個人差が大きかった。被験者 kuの 29.3回は CLの

影響と思われるが3 これを除けば 4.0 回~17.0 回である。
今回の実験では装置の構造上，実際に打突をしていない

ためこれが実際の試合における対時中のまばたきである

かは不明で、あるが，通常時より抑制していることが確認

できた。

平成15年度剣道日本一の選手である被験者chiはまば

たきが 4固と最小で、あった。また 3回の測定とも 4回で

あり安定していた。対時中の視線は顔面が中心 5)である

ことから，防具(面)の奥の対峠者の眼の挙動から打突

のタイミングをはかつていることも考えられる。そのよ

うに仮定すれば，まばたきを抑制することは情報入力が

遮断されることなく，また自身の集中を相手に示すこと

になるのではないかと推測される。今回は被験者数が少

なく段位とまばたきの関係は明確で、はない。今後，さら

に検討が必要である。
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